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ＵＶＰによる渦輪の速度ベクトル場の計測＊
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UItTasoundVeIocityPToliIer（ＵＶID）isappliedLomeasurementoftwo-dimensionaIveIocity
vectorheldofvortexringsinwater，TheinstantaneousnowlieIdpassingthroughthemeasurement
gectionisreconstructedfromspatio-にmporaIdistributionorveIocitycomponentobtainedaIonRtwo
differentultrasoundmeasurementlines，ＴｈｅｍｅｔｈｏｄｏfTeconstructionisvaIidwhenvortexrings
hnveaxisymmetricstructurehiwingconstanttransIationaIveIocityatthemeasurementsection、
Usingthisprinciple,vortexringsubjecttobackgroundrotationisalsopresentedtodiscusstheeffect
ofweakCorioIis「orceonformationprocessofvortexrinRs,

kGyWZordな：VortexRinRoBackgroundRotation,UItrasoundVelocityProIiler,FIowVisualization

また，テイラー渦(`)のような壁面に拘束された渦の１

次元的な配列による流動櫛造についてはＵｖＰによる

1次元叶測がマッチするが，自由空,M1中の渦迦助とな

ると２次元以上の流動様式をとらえるための工夫が必

要となる．

以上の背景のもと，本研究では自由空,,,,中の渦輪を

計illI対駛とし，ＵＶＰによる２次元２成分速度ベクト

ル場の叶測方法について論ずる．渦輪は流体力学にお

ける渦のダイナミクス(7)(8)を論じる上での模範的素材

であり，かつ歴史的にも多数の研究がある．すなわち，

その櫛造から読みとられる物理については比較対象に

こと欠かない..また渦輪は実際に,物質輸送やｽﾎﾟｯ

ﾄ冷却乱流B&界周制御や騒音源解析,内燃機関の燃

料噴霧(，)など機械工学の先端的研究にも深い関連を

持つ魍材である.、これに関連し,本研究の次の段階で

液体金属や混相流など光学的計測が不可能な媒体にお

いて，渦輸やプルームの挙動を計測する計画１１mがあ

り今後はＰＩｖで腿き換えることができないという事

１Wもある．以上がＵｖＰで渦輪を計測しようとする理

由である．なお，もし数億円を投じれば,超音波トラ

ンスデューサを数百配列してそれらの同期とドップラ

ー侶号の大型高速減算により．ｐＩＶと同等な速度ベク

トル場計測を実現することができる．実際に医療分

1．緒言

ＵＶＰ(UItrasoundVeIocityProfiler)は．超音波パ

ルスドップラー式の流速分布計測装価(1)として利用

が進み．流体に係わる産業技術分野に貢献している．

特に，超音波を信号源とする強みを活かして，流体機

器の内部流助様式の可視化や，不透明液体の流れの計

測．さらには高精度な流斌計として利用されている．

UＶＰの原理については著者らのグループにおいて幾

多の論文等(2)で発表してきた．股近では応用範囲の

拡張に関して混相流への適用Ijx4)や，レオロメータと

しての利用方法(5)についても開発を進めている．一

方．ＵＶＰ単体は１次元１成分速度計測であるため，

PIVなどの２次元以上の流れ場の計測と対比して適

用範囲が狭いと言わざるを得ない．そのため管内流な

どの一方向卓越流れには好適であるが,渦などの多次

元流動柵造を直接とらえるような応用例は多くない．
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